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第６期美幌町総合計画基本計画(中期)素案修正箇所一覧 

 

修 正 前 修 正 後 
ページ 内  容 ページ 内  容 

Ｐ２１ 
(2) 国 内 交 流
の推進 

①修学旅行生の受入れを通じた交
流の推進 

Ｐ２１ 
(2)国内交流
の推進 

①観光・物産交流の推進 

Ｐ２１ 
①修学旅行生
の受入れを通
じた交流の推
進 

道外からの農業体験などの修学
旅行生の受け入れなどを通じ、地
元高校との交流を推進します。 

Ｐ２１ 
①修 学 旅 行
生 の 受 入 れ
を 通 じ た 交
流の推進 

観光イベントや物産展などの
イベントを通じて地域や団体等
との交流の推進を図るとともに、
道外からの農業体験などの修学
旅行生の受け入れなどを通じ、地
元高校との交流を推進します。 

Ｐ２１ 
①移住・定住
受け入れ体制
の推進 

交通アクセスや災害の少なさな
どの地域特性を積極的にＰＲし、
「移住体験住宅」を活用しながら
移住・定住の促進を図るとともに、
ニーズの高い「移住体験住宅」に
ついては、新たな施設整備の検討
を行います。 

また、冬季スポーツや冬のイベ
ントなど「北海道ならでは」の魅
力の発信を行い、冬期間における
「移住体験者」の増加を図るとと
もに、「四季折々の魅力」と「住み
やすさ」を体験していただくこと
により、“完全移住”及び“二地域居
住”の促進を図ります。 

さらに、「関係人口」を創出し本
町を応援してくれるサポーターの
増加を図り、移住の促進を図りま
す。 

Ｐ２１ 
①移住・定住
受 け 入 れ 体
制の推進 

交通アクセスや災害の少なさ
などの地域特性を積極的にＰＲ
し、「移住体験住宅」を活用しな
がら移住・定住の促進を図るとと
もに、ニーズの高い「移住体験住
宅」については、新たな施設整備
の検討を行います。 

特に、冬季スポーツや冬のイベ
ントなど「北海道ならでは」の魅
力の発信を行い、冬期間における
「移住体験者」の増加を図るとと
もに、「四季折々の魅力」と「住
みやすさ」を体験していただくこ
とにより、“完全移住”及び“二地域
居住”の促進を図ります。 

また、既移住者の方々によるネ
ットワークの構築を図り、移住希
望者たちへサポートしていただ
ける体制づくりを目指します。 

さらに、「関係人口」を創出し
本町を応援してくれるサポータ
ーの増加を図り、移住の促進を図
ります。 
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修 正 前 修 正 後 
ページ 内  容 ページ 内  容 

Ｐ９１ 
①既存施設等
の利用促進 

みどりの村、峠の湯びほろ、美
幌峠レストハウス、物産館ぽっぽ
屋、美幌林業館などの既存施設や
白樺並木などの観光資源を活用
し、滞留型・体験型及び滞在型観
光の推進を図ります。 

Ｐ９１ 
① 既 存 施 設
等 の 利 用 促
進 

みどりの村、峠の湯びほろ、美
幌峠レストハウス、物産館ぽっぽ
屋、美幌林業館などの既存施設や
白樺並木などの観光資源を活用
するほか、様々なシェアリング・
エコノミービジネスの可能性を
調査・検討し、滞留型・体験型及
び滞在型観光の推進を図ります。 

Ｐ１２６ 
①間口確保や
教育施設・設
備の充実 

多様な教育機会の充実を図るた
め、継続して道教委に対する間口
確保や教育施設・設備の充実を要
請する取り組みを進めます。 

また、中学校教諭へ美幌高校の
特色や魅力を理解してもらう取り
組みや卒業後の就職まで、町ぐる
みで美幌高校を育てる環境づくり
のため、ソフト・ハード両面に対
する町としての支援の在り方を検
討します。 

Ｐ１２６ 
① 間 口 確 保
や 教 育 施
設・設備の充
実 

多様な教育機会の充実を図る
ため、継続して道教委に対する間
口確保や教育施設・設備の充実を
要請する取り組みを進めます。 

また、町内外の中学生及び中学
校教諭へ美幌高校の特色や魅力
を理解してもらう取り組みや卒
業後の就職まで、町ぐるみで美幌
高校を育てる環境づくりのため、
ソフト・ハード両面に対する町と
しての支援の在り方を検討しま
す。 

 


